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【
日　

時
】　

平
成
26
年
１
月
20
日（
月
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時　

※
開
場
12
時
50
分

【
場　

所
】　

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
８
階　

大
ホ
ー
ル

【
講　

師
】　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
／
教
授 　

市
川
和
彦 

氏

【
演　

題
】　
「
障
害
者
虐
待
防
止
と
権
利
擁
護
に
つ
い
て
」（
仮
）

【
定　

員
】　

３
３
５
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り
ま
す
）

【
参
加
費
】　

無
料

【
対　

象
】　

一
般
県
民
、
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
等
関
係
者
、

　
　
　
　
　

市
町
村
社
協
役
職
員
、
市
町
村
行
政
職
員
、
そ
の
他
、

　
　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

【
連
絡
先
】　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
課

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
７

－

２
５
５

－

６
２
２
６

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
７

－

２
５
５

－

６
１
７
３

　

11
月
12
日
に
は
、「
高
齢
者
虐
の
待

防
止
と
権
利
擁
護
」
と
の
テ
ー
マ
の

下
、
明
治
大
学
法
科
大
学
院
・
教
授

／
弁
護
士
の
平
田
厚
氏
か
ら
、
11
月

19
日
に
は
、「
児
童
虐
待
防
止
〜
女
性

と
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
」

と
の
テ
ー
マ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
バ

イ
バ
ル
ネ
ッ
ト
・
ラ
イ
フ
代
表
で
あ

る
仲
村
久
代
氏
よ
り
、
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
田
先
生
か
ら
は
、
高
齢
者
虐
待

の
仕
組
み
や
背
景
、
支
え
る
仕
組
み

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
い
た

だ
き
、
施
設
内
で
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
と
、
虐
待
を
し
な
い
為
の
取
り

組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
仲
村
先
生
か
ら
は
、「
家
庭

は
本
当
に
安
全
か
？
」
と
の
問
題
提

起
か
ら
、
女
性
へ
の
暴
力
、
子
ど
も

へ
の
暴
力
、
障
が
い
者
へ
の
暴
力
、

高
齢
者
へ
の
暴
力
等
が
家
庭
内
で
も

発
生
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
虐

待
の
要
因
、
被
害
者
を
支
え
る
仕
組

み
の
必
要
性
等
を
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

平
成
25
年
度

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

虐待防止セミナー実施
共同募金配分金事業

平成25年度 

児童虐待防止セミナー（仲村先生） 高齢者虐待防止セミナー（平田先生）

　県社協では、11月を中心に「家庭や福祉施設から暴力をなくすキャンペーン月間」として位置づけ、虐待
や悪質商法被害の防止、早期発見・対応に向けた取り組みを図り、県民一人ひとりが、住み慣れた地域で安心
した生活が送れるよう「誰もが安心して暮らすことのできる地域社会」を目指して、集中的に虐待防止に関す
るセミナーを開催し、虐待防止に関する意識の向上を図っております。



群
馬
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
報
告
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　「群馬県社会福祉法人経営者協議会（県社協経営者部会）」と「群馬県社会福

祉法人経営青年会」では、社会福祉法人を取り巻く様々な経営課題について研

究協議し、社会の要請に応えうる社会福祉法人経営のあり方について学ぶこと

を目的に、経営協セミナーを実施しています。

　今年度は、社員食堂や家庭用体脂肪計でお馴染みの株式会社タニタの筆頭

株主である谷田昭吾氏を招き、「タニタの成功法則～赤字企業を世界一にした

経営～」と題した講演会を開催しました。

　谷田氏は、タニタを創業した故谷田五
い わ じ

八士氏らを紹介した上で、成功の鍵

は「体脂肪とは何か」との疑問や専門家との接点、他社との違いを作ろうと

する行動が挙げられると話されました。

『第４回経営協セミナー ～あのタニタの成功法則を学ぶ～』を開催しました。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
の
新
春
を
お
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
の
干
支

は
午
と
い
う
こ
と
で
、
群
馬
の
年
で
あ
り
、
飛
躍
の
年
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
１
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、
社
会
・
経
済

状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
孤
立
や
困
窮
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
多
く
は
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
家
庭
の
機
能
低
下
、
地
域

社
会
の
機
能
の
脆
弱
化
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
９
か
月
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
。

　

我
々
は
、
こ
れ
か
ら
も
被
災
さ
れ
た
方
や
被
災
地
に
寄
り
添

い
、
息
の
長
い
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
大
震
災
で
再
認

識
さ
れ
た
、
地
域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
福
祉
の
担
い
手

と
な
っ
て
、
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
体
制
の
再
構
築
に
、

責
務
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
県
民
だ
れ
も
が
と
も
に
支
え
合
い
、
住
み
な

れ
た
家
庭
、
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
、
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

下
城
茂
雄

◎群馬県社会福祉法人経営者協議会
　（略して「県経営協」）とは
　県内社会福祉施設の経営主体である社
会福祉法人の機能強化と施設の健全経営
のための基本的課題を調査検討し、かつ
実践をはかり、広く成果を関係者に供し
て、本県社会福祉の発展に寄与すること
を目的に平成４年に設立された団体。現
在170法人が加入しています。

◎群馬県社会福祉法人経営青年会とは
　県経営協の内部組織として、次代を担
う51歳以下の若手法人経営者等の研鑽、
リーダーとしての資質向上を目的に発足。
今後、法人・施設の中核で活躍を期待さ
れる方を広く対象として、幅広い活動を
展開しています。現在、会員数は41名です。

　

平
成
25
年
11
月
25
日（
月
）前
橋
市

民
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

県
・
県
教
育
委
員
会
・
県
社
会
福
祉

協
議
会
・
県
共
同
募
金
会
共
催
の

「
平
成
25
年
度
群
馬
県
社
会
福
祉
大

会
」
で
は
、
俳
優
で
国
連
開
発
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
親
善
大
使
の
紺
野
美
沙

子
氏
に
よ
る
記
念
講
演「
人
と
人
が

支
え
合
う
世
界
」
の
後
、
県
内
の
社
会

福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々

へ
の
表
彰
・
感
謝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
県
知
事
表
彰　

３
１
８
名
（
団
体
）

○ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る

厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

２
名

○
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰

　

 

29
名
（
団
体
／
校
）

○ 

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
・

感
謝 

３
６
９
名
（
団
体
）

○
県
共
同
募
金
会
長
表
彰
・
感
謝

　

 

５
名
（
団
体
）

　

ま
た
、
式
典
の
最
後
に
は
、
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰
を
受
け
た
小
学

校
２
校（
高
崎
市
立
下
室
田
小
学
校
、

沼
田
市
立
薄
根
小
学
校
）
よ
り
、
小
学

生
に
よ
る
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

谷田昭吾 氏
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●
試
験
の
概
要

　

試
験
は
毎
年
10
月
の
日
曜
日
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

試
験
問
題
は
、
介
護
支
援
分
野

（
介
護
保
険
制
度
、
要
介
護
認
定
等
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
等
か
ら
25
問
） 

と
保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
野

（
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
知
識
等
の

基
礎
15
問
、
総
合
５
問
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
知
識
等
か
ら
15
問
）
か
ら
出

題
さ
れ
、
全
部
で
60
問
、
一
二
○
分

で
行
わ
れ
ま
す
が
、
他
の
資
格
試
験

と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
医
師
、
看

護
師
、
介
護
福
祉
士
等
の
法
定
資
格

所
持
者
に
つ
い
て
は
、
解
答
免
除
さ

れ
る
分
野
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
看
護
師
は
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
知
識
等
の
基
礎
部
分
の

15
問
が
解
答
免
除
に
な
り
ま
す
。
介

護
福
祉
士
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
知
識

等
の
15
問
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
両
者

と
も
60
問
中
、
15
問
の
１
／
４
が
免

除
さ
れ
る
た
め
、
試
験
時
間
も
一
二

○
分
で
な
く
、
九
○
分
と
短
縮
さ
れ

ま
す
。
因
み
に
医
師
は
、
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
知
識
の
基
礎
の
15
問
と

総
合
の
５
問
の
20
問
が
免
除
さ
れ
る

た
め
、
試
験
は
40
問
で
八
○
分
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
試
験
は
保
有

平成25年群馬県介護支援専門員実務研修受講試験
資格種別合格者構成率

資格種別 受験者数 合格者数 合格者構成率

歯科医師 3 0 0.0%

看護師 162 21 5.6%

准看護師 69 7 1.9%

薬剤師 8 1 0.3%

保健師 10 5 1.3%

理学療法士 28 6 1.6%

作業療法士 27 11 2.9%

言語聴覚士 6 2 0.5%

歯科衛生士 25 3 0.8%

柔道整復師 7 0 0.0%

あん摩マッサージ指圧師 7 4 1.1%

はり師 4 0 0.0%

(管理)栄養士 42 11 2.9%

介語福祉士 1,659 245 65.5%

社会福祉士 80 35 9.4%

精神保健福祉士 5 2 0.5%

相談援助業務 58 16 4.3%

介護等業務 75 5 1.4%

※合計 2,275 374 100%

実人数 2,241 366 －

※ 複数の法定資格を有する者については、各資格において計
上しているため、合計の人数は実人数とは異なります。

年度別、試験受験者及び合格状況

実施回 実施年度 受験者数 合格者数 合格率

7回 16年度 1,873 545 29.1%

8回 17年度 2,042 547 26.8%

9回 18年度 2,059 403 19.6%

10回 19年度 2,205 473 21.5%

11回 20年度 2,109 401 19.0%

12回 21年度 2,204 515 23.4%

13回 22年度 2,204 458 20.8%

14回 23年度 2,236 338 15.1%

15回 24年度 2,324 460 19.8%

16回 25年度 2,241 366 16.3%

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
と
実
務
研
修

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
と
実
務
研
修

　

介
護
支
援
専
門
員
は
、「
要
介
護
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
要
介
護
者
等
が
そ
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
、
市
町
村
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
と
の
連
絡
、
調
整
等
を
行
う
者
で
、
要
介
護
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
援
助
に
関
す
る
専

門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る
も
の
と
し
て
介
護
支
援
専
門
員
証
の
交
付
を
う
け
た
も
の
を
い
う
。」
と
介
護
保
険
法

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
称
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
に
は
、
第
一
に
、
都
道
府
県
の
実
施
す
る

試
験
（
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
）
に
合
格
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
８
日
間
（
48
時
間
）
の
研
修
（
実

務
研
修
）
の
全
日
程
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
の
登
録
・
任
用
は
各
都
道
府
県
で
行
い
ま
す
が
、
本
県
で
は
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協

議
会
が
「
指
定
試
験
実
施
機
関
」
と
実
務
研
修
等
に
係
る
「
指
定
研
修
実
施
機
関
」
の
指
定
を
受
け
、
試
験
と
実
務

研
修
の
両
方
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
と
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。
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明和町社協「キクちゃん」
誕生の由来

　私は、鶴舞う形の群馬県の首の方（東南端）に位置する明和町に住
んでいる福祉の妖精「キクちゃん」って言います。「キク」という名
前は、頭に被っている明和町の町花「菊」の花からきていますが、い
つでも町民の声を大切にする、話を「聞く（キク）」という意味も込
められています。手に持っているハートは優しさと福祉の心を表現し
たものです。子どもからお年寄りまで幅広く親しみを持って頂ける愛
らしいキャラクターを目指して頑張っています。

今後の「キクちゃん」の目標
　いままでの社会福祉協議会は縁の下の力持ちの精神で、あまり表に
出ることのない組織でありました。しかし、今後、社協が事業展開を
行っていくには、住民の皆様の更なる協力なくしては運営できなくな
りつつあります。そのためには魅力的で明るく開放的な社協として存
在をPRしていく必要性があります。そこで、私達キャラクターがそ
の一因を担い、住民や各団体等が社協に目を向けるようなＰＲのため
に努力をして行けたらいいなと思っています。県内のマスコットキャ
ラクターの先輩と一緒に皆さんに応援していただけるようよろしくお
願いいたします。

す
る
法
定
資
格
の
有
無
に
よ
っ
て
６ 

つ
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分

毎
に
合
格
基
準
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

合
格
す
る
に
は
こ
の
基
準
を
ク
リ
ア

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
試
験
受
験
資
格

　

試
験
を
群
馬
県
で
受
験
す
る
に
は
、

群
馬
県
内
で
受
験
対
象
業
務
に
従
事

さ
れ
て
い
る
方
、
受
験
対
象
業
務
に

従
事
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
所
在
地

（
住
民
票
）
が
群
馬
県
内
に
あ
る
方

と
な
り
ま
す
。

　

受
験
資
格
は
、
詳
細
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
大
ま
か
に
受
験
対
象

の
業
務
に
介
護
従
事
者
は
10
年
な
お

か
つ
一
八
○
○
日
以
上
、
相
談
援
助

従
事
者
は
５
年
な
お
か
つ
九
○
○
日

以
上
勤
務
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
定
め
ら
れ
た
法
定
資

格
等
が
あ
れ
ば
介
護
従
事
者
で
あ
っ

て
も
５
年
な
お
か
つ
九
○
○
日
以
上

に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

●
実
務
研
修
に
つ
い
て

　

試
験
の
合
格
発
表
は
十
二
月
に
あ

り
ま
す
が
、
翌
年
の
一
月
か
ら
試
験

合
格
者
を
対
象
に
実
務
研
修
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
研
修
内
容
は
、「
介
護
保

険
制
度
の
理
念
と
介
護
支
援
専
門
員

の
役
割
」、「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基

本
」
か
ら
始
ま
り
介
護
支
援
専
門
員

と
し
て
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
大
凡
の
基
礎
が
講
義
と
演
習
に

よ
り
一
日
６
時
間
、
平
日
の
８
日
間

に
実
施
さ
れ
、全
て
の
過
程
を
修
了
し

な
け
れ
ば
、介
護
支
援
専
門
員
と
し
て

の
業
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

試
験
に
は
合
格
し
た
け
ど
、
今
す

ぐ
に
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
に
就

く
予
定
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
８

日
間
も
仕
事
を
休
め
ず
研
修
を
断
念

す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。

●
実
務
研
修
後
の
更
新

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
と
実
務
研
修
を
経
て
、
や
っ
と

介
護
支
援
専
門
員
証
を
手
に
入
れ
て

も
、
そ
の
一
年
以
内
に
基
礎
研
修

（
任
意
、
平
日
６
日
間
）
と
５
年
毎

に
更
新
研
修
（
必
須
、平
日
８
日
間
）

を
受
講
し
な
け
れ
ば
、
介
護
支
援
専

門
員
と
し
て
業
務
に
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
介

護
支
援
専
門
員
が
所
属
す
る
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
は
、「
そ
の
研
修
の
機

会
を
計
画
的
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
と
法
令
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
職
員
を
研
修
に
参
加
さ
せ
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
介
護
支
援
専
門
員
は
、
要

介
護
者
を
支
え
る
公
的
介
護
制
度
の

核
と
な
っ
て
い
る
介
護
保
険
制
度
の

根
幹
を
な
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
の
高
い
人

間
性
と
広
い
見
識
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。



ボ
ラ
ン
テ
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　沼田市社会福祉協議会ボランティアセンターでは、市内の小中学校において福祉体験学習の支援

を行っています。

　福祉体験の際には、子どもたちが効果的に授業ができるように、福祉教育サポーターに参加して

いただいています。 

　毎年開催している福祉教育サポーター養成講習会で福祉教育についての講義を受けたり学校で取り

入れられている車イスや高齢者疑似体験の実技講習をし、修了者にはサポーターとして登録していた

だき、ボランティアとして、児童・生徒たちが「ふくし」について考えるきっかけになるお手伝いを

していただいています。また地域の方と子どもた

ちが交流をする機会の一つにもなっています。

　学校も公開日を使って親子体験をすることが

多く、校長先生も参加してくださったり、先生

方のアドバイスもいただきつつ、短い時間の中

で楽しく貴重な体験になるよう心掛けています。

今後も市内の小中学校で「ふくし」について考

える機会が増えるように支援していきたいと思

います。

沼田市ボランティアセンター

ボランティアセンターHel
lo!

　群馬県社会福祉協議会の一室で、昭和53年よりボランティ

アの方々により使用済み切手の仕分けボランティア活動が行わ

れています。現在は４名のボランティアの方々が月に２～３回

活動しており、昭和56年から現在まで継続してボランティア

活動している方もいます。

　個人や団体、企業、学校など県内外を問わずさまざまなとこ

ろから送られてきた使用済み切手を、通常切手や記念切手、外

国切手、破損切手等に仕分けています。仕分けされた切手は、

業者に買い取っていただき、

その収益は社会福祉振興基

金に充てられ、社会福祉関係事業に役立てられています。また破損切手は、障害者

支援施設の薫英荘へ送り、スタンプアートの材料として活用していただいています。

▶お問い合わせ

群馬県社会福祉協議会 ぐんまボランティア・市民活動支援センター

TEL 027－255－6111　FAX 027－255－6444

収集ボランティア ～使用済み切手～

沼田市ボランティアセンター 
〒378－0053 沼田市東原新町1801－72　沼田市社会福祉協議会内 
TEL 0278－22－1990　FAX 0278－22－8402
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１　

学
校
の
概
要

　

本
校
は
、
開
校
１
２
９
年
に
及
ぶ

歴
史
の
あ
る
学
校
で
す
。
校
区
北
に

渡
良
瀬
川
が
流
れ
る
自
然
に
恵
ま
れ

た
、
東
武
線
や
上
毛
電
鉄
等
の
鉄
道

も
通
る
交
通
も
発
達
し
た
地
域
で
す
。

「
心
身
共
に
健
康
で
、
自
ら
学
ぶ
意
欲

を
も
ち
、
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る

子
を
育
て
る
」
と
い
う
学
校
教
育
目

標
の
も
と
、
福
祉
教
育
で
は
、
明
る

く
楽
し
く
元
気
に
登
校
で
き
る
児
童

の
育
成
を
目
指
し
、
地
域
の
人
や
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
体
験
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
心

を
育
て
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。２　

取
り
組
み
内
容

（
１
） 学
習
活
動
に
お
け

る
福
祉
教
育

　

一
年
生
の
生
活
科
で

は
、
長
寿
会
の
方
を
お

招
き
し
て
、
昔
の
遊
び

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
四
年
生

の
総
合
の
学
習
で
は
、

車
椅
子
や
手
話
、
シ
ニ

ア
体
験
な
ど
を
通
し
て
、

福
祉
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

（
２
）地
域
と
の
関
わ
り

　

運
動
会
で
は
、
全
校

児
童
で
招
待
状
を
書
き
、

地
域
の
お
年
寄
り
を
お

招
き
し
ま
し
た
。
来
て

く
だ
さ
っ
た
方
に
、
三

年
生
の
児
童
が
全
校
を

代
表
し
て
手
紙
を
読
み

ま
し
た
。

　

業
前
の
「
相
生
読
書
」の
時
間
に
は
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
を
お
招
き
し
、「
あ
り
が
と
う
集
会
」

を
開
き
、
全
校
児
童
で
感
謝
の
気
持

ち
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
主
催
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
模
擬
店

を
出
し
参
加
し
ま
し
た
。
金
管
バ
ン

ド
ク
ラ
ブ
も
演
奏
を
披
露
し
、
地
域

交
流
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

（
３
）縦
割
り
班
活
動
・
児
童
会
活
動

　

縦
割
り
班
活
動
で
は
、
仲
間
と
協

力
し
て
、校
内
や
学
校
周
り
の
ク
リ
ー

ン
清
掃
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

赤
十
字
等
の
募
金
活
動
、
校
内
の
草

花
の
栽
培
な
ど
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

３　

３
カ
年
の
成
果
と
課
題

　

児
童
は
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い

や
学
習
を
通
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち

と
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
異
学
年
と
助
け
合
う
体
験
を

通
し
て
、
福
祉
の
心
を
培
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
改
善
を
図
り
な
が
ら
、

児
童
に
自
ら
進
ん
で
活
動
で
き
る
実

践
的
な
態
度
や
意
識
の
向
上
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
な
お
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

共同募金の、新たな取り組みです。

「つかいみちを選べる赤い羽根募金」
期間：平成26年１月１日～３月31日

赤い羽根募金は、私たちの地域をより良くするためにがんばる人たちを応援する募金です。

今回は、さらに積極的に応援するために、あなたの寄付が直接活動団体に届くプログラムをご用意しました。

もっと社会がこう変わったらいいのに…と感じていることはありませんか？

その思いを、ぜひ、私たちに託してください。いっしょに、社会を変えていきましょう！

寄付先団体>>　①NPO法人手をさしのべて（不登校ひきこもりを含む子育て支援）／②児童自立援助ホームぐんま風の家（児童虐待等対応）／

③NPO法人群馬ダルク（薬物依存症回復支援）／④NPO法人わんだふる（見守り・買い物支援）／⑤ぐんま暮らし応援会（被災者支援）

寄付方法>>　郵便振替、クレジットカード等でご寄付いただけます。詳しくは群馬県共同募金会ホームページをご覧下さい。

　　　（ホームページwww.akaihane-gunma.or.jp ／ お問い合わせTEL027－255－6596）

～あなたの意志が、社会を変える～

長寿会の方と昔の遊びをしました。長寿会の方と昔の遊びをしました。
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鼻高保育園　保育士　小池　里実さん
　

高
崎
市
鼻
高
町
の
保
育
園
で
働
く
小

池
里
実
さ
ん
。
保
育
士
に
な
っ
て
６
年

目
に
な
り
、
現
在
は
年
中
さ
ん
21
名
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

小
さ
い
頃
か
ら
幼
稚
園
の
先
生
に
な

る
の
が
夢
だ
っ
た
ん
で
す
。
ず
っ
と
子

ど
も
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
て
、
そ
れ
で
短
大
に
進
学
し
て
保

育
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
実
習
で
は
幼

稚
園
と
保
育
園
と
両
方
行
く
の
で
す
が
、

そ
の
時
に
「
赤
ち
ゃ
ん
が
好
き
だ
な
」

と
思
い
、
保
育
園
に
決
め
ま
し
た
。

嬉
し
か
っ
た
瞬
間
は
？

　

行
事
ご
と
に
成
長
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
す
ね
。
特
に
年
中
さ
ん
く
ら
い
に
な

る
と
子
ど
も
自
身
が
で
き
る
こ
と
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
成
長
が
目
に
見
え

る
こ
と
が
嬉
し
い
し
、
か
わ
い
い
で
す
。

だ
か
ら
行
事
を
終
え
る
と
私
も
子
ど
も

達
も
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ

と
、「
先
生
の
こ
と
大
好
き
」
っ
て
言
っ

て
く
れ
る
時
は
、
嬉
し
い
で
す
ね
。
文

字
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
子
が

「
こ
い
け
せ
ん
せ
い　

す
き
」
っ
て
手

紙
を
書
い
て
き
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。

似
顔
絵
を
描
い
て
き
て
く
れ
る
子
も
い

て
。
い
け
な
い
こ
と
を
し
た
時
は
、叱
っ

た
り
注
意
し
た
り
も
す
る
ん
で
す
け
ど
、

そ
れ
で
も
先
生
の
こ
と
を
好
き
っ
て

言
っ
て
く
れ
る
の
で
、
そ
う
い
う
信
頼

　

20
歳
の
頃
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め
、
毎
年
ス
ノ
ボ
仲
間
と
尾
瀬
や
水
上
ま
で
滑
り

に
行
っ
て
い
る
小
池
さ
ん
。
仕
事
終
わ
り
の
金
曜
日
の
夜
に
出
発
し
、
弾
丸
で
滑
り
に
行

く
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
と
て
も
明
る
く
元
気
な
印
象
で
し
た
。

関
係
を
ち
ゃ
ん
と
つ
く
れ
た
時
に
は
、

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
な
、

と
思
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

　

経
験
を
重
ね
て
き
て
、
今
は
心
に
余

裕
が
出
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
初

め
は
覚
え
る
こ
と
も
多
く
て
、
ま
ず
は

教
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い
う
の
が

あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
園

全
体
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を

よ
く
見
て
あ
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
に

あ
っ
た
育
て
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
教
え
な
き
ゃ
い

け
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、

そ
れ
を
子
ど
も
が
楽
し
ん
で
で
き
る
よ

う
に
、
の
び
の
び
と
育
て
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

 

福
祉
職
を
目
指
し
て
い
る
方
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ

　

人
と
関
わ
る
仕
事
な
の
で
、
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達
や
保

護
者
の
方
々
な
ど
様
々
な
出
会
い
が
あ

り
、
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
も

の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
達
と
触
れ
あ
う
中
で
、
そ
の
子
た
ち

の
成
長
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
で
す
！

冬
号
表
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敵
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祉
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め
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編集／発行

社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会

　〒371-8525（専用郵便番号）

　群馬県前橋市新前橋町13-12

　群馬県社会福祉総合センター内

　TEL　　027-255-6033(代表)

　FAX　　027-255-6173

　ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/

　発行日　平成26年１月１日

県内各所にキャリア支援専門員が出向き、福祉の仕事に関する個別相談を実施しています。

○福祉の仕事内容や資格について知りたい

○自分にあった就職先が知りたい

○求人情報について知りたい
　…など様々な相談に応じます。お気軽にご利用ください。

福祉の仕事相談コーナー開設日

開 設 場 所 開 設 日 時 問い合わせ先

ハローワーク沼田 毎月第１水曜日　13時30分～15時30分

県福祉マンパワーセンター
TEL 027-255-6600

ハローワーク渋川 毎月１回　日時はお問い合わせください。

ハローワーク中之条 毎月第２･第４月曜日　13時30分～15時30分

職業支援センターいせさき 毎月第４木曜日　13時30分～15時30分

ハローワーク高崎 毎月第２･第４火曜日　13時30分～16時
高崎市福祉人材バンク
TEL 027-324-2761

ハローワーク富岡 毎月１回　日時はお問い合わせください。

ハローワーク安中 毎月第３火曜日　９時30分～11時30分

ハローワーク桐生 毎月１回　日時はお問い合わせください。 太田市福祉人材バンク
TEL 0276-48-9599ハローワーク館林 毎月１回　日時はお問い合わせください。

「福祉の仕事相談コーナー」をご利用ください。

Ｑ　
「
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
と
エ
コ

マ
ッ
プ
の
違
い
は
な
ん
で

す
か
」。Ａ　

ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
は
ひ
と

こ
と
で
言
え
ば
家
系
図
に

あ
た
り
ま
す
。
一
般
的
に
男
性
は
四

角
、
女
性
は
丸
で
表
し
、
家
族
構
成

を
一
つ
の
図
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

語
源
に
は
「
遺
伝
子
」
と
い
う
意
味

が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
エ
コ
マ
ッ
プ
と
は
そ
の

ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
を
中
心
と
し
て
、
家

族
を
含
め
て
病
院
や
事
業
所
等
、
関

係
機
関
等
の
社
会
資
源
を
図
式
化
し

た
も
の
で
す
。
語
源
は
エ
コ
ロ
ジ
ー

＝
環
境
か
ら
き
て
い
ま
す
。
取
り
巻

く
環
境
を
図
式
化
し
た
も
の
で
す
。

相談無料・予約不要・秘密厳守
安心してご利用ください。
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